
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 上 尾 高 等 学 校 ）               s11 
目 指 す 学 校 像 「文武不岐・自主自律」の校訓のもと、豊かな人間性を兼ね備えた社会に貢献できる生徒を育てる。       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的な学びを促進する魅力ある授業を展開し、より一層の学力向上を実現する。 

２ 生徒主体の教育活動を実践することで、心身ともにたくましく規律ある生徒を育成する。 

３ 学科の特性を生かした進路指導により、将来への自覚を高めるとともに、未来を切り拓く職業観・倫理観 

 を育成する。 

４ 地域・保護者・関係機関との連携強化と効果的な情報発信により、愛され信頼される学校づくりを推進す 

 る。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   〇名 

    生徒      〇名 

    事務局(教職員) 〇名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月   日  現 在 ）  実施日 令和９年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 
次年度への課題と 

改善策 
 学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

授業効果を高めるため、ＩＣＴ機器を活

用した授業やオンラインを活用した授業

改善を行っている。授業規律は、秩序が

保たれており、自主的に学ぶ生徒が多

い。 

【課題】 

ＩＣＴ機器を活用した授業改善は進んで

いる一方、教職員の情報リテラシーの格

差をなくすとともに、教科間での教材共

有や学習効果に課題がある。その上で生

徒の進路実現につなげていく。 

主体的な学びを

促進し、生徒の

学習意欲と理解

度を伸長する授

業改善を行う。 

①新入生全員にｉＰａｄを導入し、新し

い学びのスタイルをトライ＆エラーで授

業工夫を実践・改善する。 

②進路実現に向けた授業を展開するとと

もに、家庭学習定着を推進し、主体的に

学ぶ生徒を育成する。 

①1 人 1 台端末を有効活用した授業実践

ができたか。 

①効果を得られたＩＣＴ活用方法や教材

を教職員間で共有し、有効活用できた

か。 

② 家庭学習の習慣を身につけさせられた

か。 

②進路実現に大学入試や資格取得を意識

した授業を取り入れ、生徒の学習意欲や

目的意識を高められるか。 

 

 

 

 

 

２ 

【現状】 

生徒の自主性と心のケアにも配慮しなが

ら部活動や行事開催に向けて組織的に取

り組んでいる。 

基本的生活習慣も確立しており、真面目

で落ち着いた生活を送っている。 

【課題】 

日常の生徒の様子を観察しつつ、生徒の

社会性を育成することが課題である。ま

た、日々の生徒の変化や心のケアを注意

深く観察し、組織的な指導を継続する。 

他人との関わり

の中で、主体的

な規範意識の醸

成を図る。 

①自主自律の精神を体現すべく、生徒会

や各種生徒委員会を中心として、学校行

事を企画・運営させる。 

②継続的な登校指導や個に応じた丁寧な

生徒指導に努め、生徒自らが規範意識を

さらに高めるよう指導する。 

③組織的な生徒相談体制とし、SC や特

別支援コーディネーター等の外部機関と

連携し、教員の知識と理解を深める。 

④部活動の様子を積極的にＨＰや

Instagramにアップし、部活動のさらな

る活性化をはかる。 

① 学校行事への関心度はどの程度か。 

②個に応じた丁寧な指導による健全な心

と規範意識が醸成できたか。 

 

③特別支援に対する知識と対応法を理解

できたか。そのうえで、ＳＣや特別支援

コーディネーターとの連携による効果は

得られたか。 

④生徒の部活動加入率、生徒や保護者の

期待に応える活動ができたか。 

 

 

 

 

 

３ 

【現状】 

進路指導部の計画の下、外部の教育力を

生かしながら、生徒一人ひとりが高い進

路目標を設定し、実践する指導を行って

おり、成果が表れている。 

【課題】 

３年後を見据えた自己の進路実現に対す

る高い目標と進路実現に向けた学習習慣

の定着を指導する。 

早期から段階的

に高い進路目標

を持たせ、行け

る学校から行き

たい学校へ向け

た意識向上と情

報提供やサポー

ト体制を強化す

る。 

①長期休業中の進学補習・自習室開設・

進学補講を積極的に行い、継続性を持た

せた学びの機会を創出する。 

②模擬テスト等の振り返りや模擬面接等

の実施により自己分析を行う。 

③進路の保護者向け説明会・研修会・情

報提供を行う。 

①進学補講、補習、対策講座の参加者数

は増加したか。 

①公務員試験等の合格率及び学校斡旋就

職率は向上したか。 

②進路関係情報の提供回数や進路面談は

増加したか。 

③保護者アンケートを分析することで、

生徒や保護者のニーズに対応できたか。 

 

 

 

 

 

４ 

【現状】 

保護者や中学生等に対し、鮮度の高い情

報を積極的に発信する学校説明会や新た

な生徒募集の方策を図っている。学校の

魅力や生徒の活動状況を学校ＨＰや

Instagram 等の情報発信コンテンツを増

やし、本校の魅力発信を行っている。 

【課題】 

地域や保護者と連携し、よりよい情報交

換を行うことで課題を発見し、教育活動

を改善することが必要である。 

上尾高校の強み

や特色ある教育

活動をきめ細か

く情報発信しつ

つ、連携体制を

構築する。 

①学校説明会や学校公開を生徒主体のス

タイルで、本校の魅力や特色ある教育活

動を積極的に発信する。 

②情報伝達ツールとしての iPadの利

用、そして引き続き一斉メールや

Google classroom 等の活用により、生

徒・保護者への情報発信頻度を高める。 

③総探や各種イベント、部活動によるコ

ラボなどの地元上尾市を中心とした機関

と連携し、地元に認知される活動を行

う。 

①学校ＨＰの閲覧数や Instagramの 

フォロワー数が増加したか。 

①中学生のニーズを把握し、志願者数は

増加したか。 

②ICT を活用しながら、生徒や保護者向

けに、校内情報数（伝達事項及び生徒の

活躍等）は増加したか。 

③地域イベントやボランティアなどの参

加者数及び地域へのイメージアップがで

きたか。 

 

 

 

 

 

 


